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小

　
野

　
妙

恭

は

じ

め

に

　
何
故

、

平

成
に

平
安
後
期
の

古
写

経
が

？

　
平
成
九

年
頃
よ

り
毎
月
八
日

に

護
国
寺
山
内
の

薬
師
堂
を

開

扉
し

て

清
掃
を
さ

せ

て

い

た
だ

い

て

い

た
。

平
成
十
一

年
六

月

八

日
に

、

薬
師
如
来
の

台
坐
の

下
の

戸
棚
の

奥
に

、

箱
ら

し
い

も
の

が

目
に

入
り

、

手
を

の

ば

し

て
、

蓋
の

ず
れ
て

い

る

所
か

ら

ボ
ロ

ボ
ロ

の

紙
本
を

取
り
出

し
た

。

土
ぼ

こ

り
が
た
っ

た
、

か

す
か

に

大

般
若
経
と

あ
る

、

そ
ー
っ

と

め

く
っ

て

最
後
を

見

た

「

寿
永
二

年
O
月
○
日
一

交
ノ

、

何
某
」

と

あ
る
で

は

な
い

か
、

寿
永
？

　
当

時
誰
も
が

徳
川
三

百

年
の

寺
な
の

に

寿
永
？

八

百
年
前
？

　
ま
さ
か

、

そ
ん

な
声
し
き

り
で

あ
っ

た
。

左
下
の
二

箱
、

右
下
に
二

箱
、

早
速
図

書
室
に

運
ん

で

調
べ

る

こ

と

に

な
っ

た
。

後
に

、

明
治
十
年
の

什
物
記
録
に
、

虫

損
古
写
経
（

大
般
若
経
三

百
巻）

と

あ
る
の

を

見
て

、

こ

の

経
典
の

こ

と
で

あ
ろ

う
と

わ

か
っ

た
。

そ
れ
か
ら

約
百
三

十
年

、

眠
っ

て

お
ら

れ
た
の

が
、

平
成
の

世
に

出
て

来
ら

れ
た
と
い

う
事
で

あ
る

。
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第
一

節
　
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
と

は

　
四

處
十
六

会
の

設
、

唐
の

玄

弉
三

蔵
訳
六

百
巻
「

開
元
目

録
一
」

に

唐

太
宗
三

藏
聖
教
序

。

唐
ノ

高
僧
三

藏
聖

教
記

、

一

万

三

百
三

十
一

紙
、

大
唐
ノ

三

蔵
玄

弉
於
玉

華
寺
訳

。

　
四
處
十
六

会
11
四

處
と

は
、

　
一

に
、

王

舎
城
の

鷲
峯
山

　
二

は
、

舎
衛
国
の

給
孤

独
国

　
三

は
、

他
化
自
在
天

宮

　
四
は

、

王

舎
城
竹
林

精
舎
の

白
鷺
池
な
り

　
十
六

会
は
、

一

会
ず
つ

何
巻
か
ら

何
巻
と

鷲
峯
山
に

説
く

。

途
中
省
略
し
て

、

最
後
の

み

記
す

　
第
十
六

会
は

五

百
九

十
三

巻
よ
り

第
六
百
巻
迄

、

八

巻
−
竹
林
精
舎
白
鷺
池
の

側
に

て

説
般
若
波

羅
蜜
多
分
と

い

う
。

　
こ

の

経
と

そ
の

誦
持
者
を

守
護
す
る

の

が
、

十
六

善
神
で

、

七

千
の

眷
族
を

従
え
る

神
で
、

大
般

若
会
の

時
、

必
ず
祭
る

。

こ

の

経
を

供
養
す
る

も
の

は
、

諸
々

の

神
に

よ
っ

て

常
に

護
ら
れ

て

い

る

と

説
か

れ
て

い

る
。

か
っ

て

貴
顕
か

ら

衆
庶
ま
で

多
く
の

人
々

の

信
仰
を

得
て

、

神
社
並
び

に

大
寺
で

毎
年
読
誦
し

国
家
安
穏
と

除
災
招
福
を

祈
願
し
た

。

⊥

ハ

百

巻
な
の

で
、

七

日
ー

数

ヶ

月
に

亘

り
、

百

僧
、

六
百

僧
と

多
人

数
で

行
わ

れ

た
。

こ

れ

を

真

読
と

い

う
。

後
世

に
な
っ

て

折
本
に

し
、

短
縮

し
て

パ

ラ

く
と

開
い

た

り
閉
じ

た

り
大
音
聲
で

表
題
の

み

唱
え

、

次
々

に

僧
侶
が

読
み

上

げ
た
こ

と

に

す
る

様
に

な
っ

た
。

こ

れ
を

転
読

と

言
う

。

又
百

巻
ず
つ

入
っ

た

木
箱
の

耳
の

金
具
に

棹
を

通
し
て

両
方
か
ら

担

ぎ
、

そ
の

下
を

く

ぐ
る

だ

け
で

ご

利
益
を
い

た

　
　
　

　
　
　

　

　
か

つ

だ

け
る

と
い

う
「

般
若
担
ぎ
」

と
い

う
行

事
も

行
わ

れ
た

。

雨
乞

或
い

は

止

雨
、

病
気
平
愈

等
を
人
々

は

祈
り
乍
ら

く
ぐ
り
抜
け
た

。
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大本 山護国寺蔵 大般若波羅蜜多経 平安後期古書写経 （久安一寿永）（小野）

　

大
般
若
経
は

全

六
百

巻
あ
っ

て
、

一

切

経
の

中
で

最
大
の

規

模
を

持
つ

経
典
で

、

今
回
の

平
安
の

大
般

若
経
は

八

百
年
前
の

書
写

、

奥
書

、

添
書
の

そ
し
て

裏
書
等
一

巻
々

々

が

貴
重
な

文
化
財
で

あ
る

。

第
二

節

平
成
十
一

年
よ

り
丸
四
ヶ

年
の

調
査
を

記
す

一
、

発
見
時
の

状
態

向
っ

て

左
二

箱
は

蓋
が

ず
れ

て
い

て

中
は

ぐ
し
ゃ

ぐ
し

ゃ

に

詰
ま
っ

て

い

た
。

向
っ

て

右
二

箱
は

蓋
は

し

ま
っ

て

い

て

中
が

重
箱

が

引
出

し
の

様
に

十

段
に
一

段
に

十
帖
ず
つ

入
っ

て

い

た

（

不
揃
い

に
）

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

こ

の

箱
は

木
箱
で

中

側
は

淡
い

う
る

し

塗
で

外

写真 1

写真 2

側
は

藍
色
で

両

端
に

金
具
が

あ
り

棹
を

通
し
て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
う

し

ろ

か
つ

い

だ
と

思

わ
れ

る
。

ま

後
に

筑
波
山
知
足

院
と

書
い

て

あ

る
（

護
持
院
の

こ

と
）

六

箱

な

け

れ
ば

な

ら
な

い

が

此
処
で

は

四

箱
だ

け
で

、

一

箱
山

内
か

ら

見
つ

か
っ

た

け

れ
ど

中

味
は

違

っ

て

い

た
。

都

合
五

箱
現
存
し
て

い

る
。

頑

丈

な

木

箱
で

あ
る

。

鍵
が

か

か

る

様
に

な
っ

て

い

る

が
破
損
し
て

い

る
。

　

先
ず
巻

数
の

調
査
（

次
頁
へ

）
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写真 3

巻
数
の

調
査

全

部
で

何
巻
？

　
順

番
は

？

　
虫

喰
と

埃
を

払

う
。

現
状
が

良
好
11

四
百
六

十
五

巻
（

虫
穴
有
）

虫
損
凵

四
十
九

巻

欠

損
目

百

三

十
五

巻

…

そ
の

中

で

約
三

十
五

巻
は

開

巻
不

能
。

　
一

箱
と

約
百
巻

（

巻
数
不
揃
い

に
V

失
落

。

装
幀

表
紙
11
渋
引

表
紙
本

巻
子
装
か

ら
改

装
折
本

90 −−92

nolO

折

本

に

改

装
し
た

時
寸

法

皆
一

定

で
は

な
い

　

　

こ

つ

そ

料
紙
11
楮
：

平

安
の

美
事
な
も
の

八

百
年
の

間
に

何
度
か

修
復
の

跡
有

。

　

調
査
を

始
め

て

か
ら

色
々

先
輩
よ

り
ご

指

導
い

た
だ
い

た
。

そ
の
一
、

一

巻

毎
に

カ

ル

テ

を

作
る

こ

と
。

写

真
6
の

様
に

、

紙
数

、

紙
高

等
、

奥
裏
書
記
し

初
め
一

回
で

は

見
落
し
の

あ
る

こ

と

を

知
り

、

こ

の

記
述
は

大
助

り
で

あ
っ

た
。

後
に

正

文
と

案
文
の

つ

も

り
で

ノ

ー

ト

に

も

記
入
し
た

。

五

回

く
り
返
し

。
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巻
子
装
か

ら

折
本
に

直

し

た

跡
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写真 6　 一巻ずつ の カ ル テ

　

内
　
容

　
巻

第
一

は

欠

損

　
　
　

　
　
　

　

　

奥
書
ロ

久
安
二

年
一

月
六

日

金
剛

仏
子
西

観
書
し

（

第
三

巻
）

よ

り

　
巻

第
二

…
こ

れ

が

書
写
の

始
ま

り
で

あ
る

。

校
合
は

「

寿
永
二

年

六

月
十
八

日
一

交
ノ

義

円
」

　
　
※
一
一

四

六

年
（

久
安
二

年）

　

平
清
盛
が

安
芸

守
に

任
ぜ
ら
れ

翌

久
安

　
　
　
三

年
に

源
頼
朝
が

誕
生

し
て

い

る
。

　

書
写
は

全

部
の

方
が

書
写

年
月
日
と

氏

名
を

書
か

れ
て
い

な
い

の

で

不

明
な

点
も

多
々

あ
る

け
れ

ど

判

明
分
だ

け
記

す
。

必

ず
し
も

月

日

も
順

序
通
り
で

な
い

の

で

ま
だ
ま
だ

疑

問
が
一

杯
で

あ
る

。

　

書
写
の

場
所
も

執
筆
僧
に

よ
っ

て

違

う
こ

と

が

判
明
し

た
。

多
い

順

に

記

す
と

、

　
　

−．

　

　
　

伊
賀
国
山

田
郡
往
生

院
（

千
戸
別
所
）

大
方
は
こ

の

寺
。

　

2．

京
都
府
（
山

城
国）

相
楽
郡

笠
置

寺

　

3．

伊
賀
国
山
田

郡
瀧
尾

寺
−

不

明

　

4．

笠

置
寺
支
院
？
福
成

院
ー

不

明

　

5．

壷
坂

寺
？

　
第
百
二

十
七

の

み

前
後
記
載
無
し

八

百
年
前
の

こ

と
、

現
存
し

な
い

寺
も
あ
る

。
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書
写
の

僧
名
と

巻

数
、

巻
第
二

巻
第
三

巻
第
四

巻
第
五

巻
第
七

巻

第
八

巻
第
九

巻
第
四

十

巻
第
八

十
一

　

年
月
日

　
記
載
有
る

も
の

年
月
日
な

し

久
安
二

年
正

月
六
日

書
畢

久
安
二

年
正
月
九
日

書
畢

久
安
二

年
正
月
廿
四
日

書
畢

久

安
二

年
二

月
廿
四

日

書
畢

久
安
二

年
三

月
六

日
書
畢

久
安
二

年
三

月
十
二

日

書
畢

久
安
二

年
三

月
廿
三

日

於
伊
賀
国

山
田

郡

杜
辻

阪
・

書
畢

久
安
二

年
口
月

十
九

日

巻
第
百
二

十
七

　

　
久
安
二

年
四

月
廿
一

日

巻
第
百
七

十
一

巻
第
百
七

十
二

巻
第
百
七

十
三

巻
第
百

七

十
四

久

安
二

年
三

月
廿
六
日

書
し

久
安
二

年
四
月
一

日

久
安
二

年
四

月
七

日

久
安
二

年
四

月
廿
七

日

金

剛
仏

子

西
観

金
剛
仏

子
西
観

願
主

金

剛

仏
子
西
観

願
主
金
剛
仏
子
西
観

願
主

金
剛
仏

子

西
観

願
主

金
剛
仏
子
西
観

願

主
金
剛
仏
子
西
観

執
筆
僧
弁
榮

執
筆
僧
笠
置
寺
青
龍
門
流
寛
朗

伊
賀
国
於
山
田

郡
瀧
尾
寺
書
写
畢

。

於
口
壷
坂
口
執
筆
僧
弁
榮
畢

な
　
　
　

　
　
　
　

　
ぶ

　
ま

口
爲
自
他
口
口
口
平
等
利
益
也

願
主

金
剛
仏
子
西
観

願
主

金

剛
仏
子

西
観

願
主
金
剛
仏
子
西
観
書
し

願
主
金
剛
仏
子
西

観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　

　

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出
離
口
生

死
速
證
大
菩
提
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巻
第
百
七

十
五

　

　
久
安
二

年
四

月
二

十
九

日

巻
第
百
七

十
六

　

　
久
安
二

年
五

月
四

日

巻
第
百
七

十
七

　
　
久
安
二

年
一

月
十
六
日

巻

第
百
七

十
九
　

　
久
安
二

年
五

月
廿
一

日

巻
第
百
八

十

久
安
二

年
五

月
廿
六

日

巻
第
三

百
十

　
　
　
久
安
二

年
七

月
五

日

書
写
畢

巻
第
三

百
二

十
七

　
久
安
二

年
五

月
十
九

日

書
畢

巻
第
三

百
三

十
三

　
久
安
？

巻
第
三

百

卅

四

？

巻
第
三

百

卅
五

？

巻
第
三

百
卅
六

日

付
及
名
無
し

久
安
二

年
九

月
十
六
日

書
畢

願
主

金
剛
仏
子
西
観
書
し

願
以

書
写
力
自
他
諸
有
情
出
離
於
生

死
速
證

大

菩
提

願
主
金
剛
仏
子
西
観
書
し

願
以

書
写
力
自
他
諸
有
生
出
離
於
生

死
速
證
大

菩
提

願
主
金
剛
仏
子

西
観
書
し

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生
出
離
於
生

死

速
證

大
菩
提

願
主
金
剛
仏
子
西
観
書
し

願

以
書
写
力
自
他
諸
衆
生

出

離
於
生

死

速
證
大
菩
提

願
主

金

剛
仏
子
西
観
書
し

願
以

書
写

力
自
他
諸
衆
生

出

離
於
生
死

速
證
大
菩
提

光
明
并

執
筆
僧
弁
榮

願
以

書
写

力
自
他
諸
衆
生
出
離
於
生
死

速
證
大
并

執
事
弁
榮

願

以
書
写
力
自
他
諸
衆
生
出
離
於
生

死
速
證

大
菩
提

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出
離
於
生

死

速
證
大

菩
提

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出
離
於
生

死

速
證
大
菩
提

執
筆
僧
弁
榮

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生
出
離
於
生

死
速
證
大
并
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巻
第
三

百
卅
七

巻
第
三

百
卅
八

巻
第
三

百
卅
九

執
筆
僧
朝
圓

巻

第
三

百
四

十

巻
第
三

百
五

十
二

久
安
二

年
十
月
廿
六

日

久
安
二

年
十
一

月
十
二

日

書
畢

暦
應
貮
年
己
三

月
八

日

書
写
畢

久
安
二

年
十
二

月

廿
四

日

書
畢

久
安
二

年
醺
歟
七

月

十
五

日

巻
第
三

百
六

十
　
　
延
文
三

年
戴

二

月
廿
八

日
於
口
口

　
紛
失
の

為
改
め
て

書
写
さ

れ
た

？
　
仏

子
幸
賢

巻

第
三

百
六

十
一

　

…

…

不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や

巻
第
三

百
六

十
七

　
久
安
二

年
九

月
三

日

書
写

巻
第
三

百
七

十
一

　

久
安
二

季
十
月
十
四

日

執
事
僧
弁
榮
畢

願

以

書
写
力
自
他

諸
衆
生
出
離
於
生

死
速
證
大
菩
提

執
筆
弁
榮
畢

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出

離
於
生

死
速
證
大
菩
提

紛
失
し
た

の

で

改
め
て

書
写
さ

れ

た
の

で

あ
ろ

う
。

建
武
の

後
。

執
事
僧
弁
榮

願

以
書
写
力
自
他
諸
衆
生
出
離
於
生
死
速
證
大
并

十
巻
結
縁
書
写
功

必
父

母

師
頂
并
一

切
旡
依
旡
怙
霊

等
為

龍
花
会
中
最
初
得
脱
之

資
粮

矣
敬
白
仏
子
成
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

笠

置
寺
住
僧
成
厳
以
一

口

願
以

書
写
力
師
口
四

恩
等
自
身
及

法
界
皆
志
成
仏
道

　
　
　
　
　
さ

結
縁
衆
勝
厳
口

　
次
に

同
じ

と
思

う

畢
右
志
者
為
過

去
悲
母
往
生

極
楽
頓
證
菩
提
也

　
　
　
　
　
ぽ

結
縁
衆
勝
厳
口
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巻
第
三

百
七

十
一

の

続
き

巻
第
三

百
七

十
七

　

久
安
二

年
九

月
廿
一

日

巻
第
四

百
四

　
　
　
久
安
二

季
歳
時
（

次）

八

月
二

日

巻
第
四

百
十
三

　
　
年
月
日

無
し

巻
第
四

百
十
四

　
　
年
月
日

無
し

巻
第
四

百
十
五

　
　
年
月
日

無
し

巻
第
四

百
十
六

巻
第
四

百
十
八

巻
第
四

百
二

十

巻
第
四

百
廿
一

巻
第
四

百
廿
二

巻
第
四

百
廿
五

年
月
日

及
び

氏
名
無
し

久
安
三

年
二

月
十
七

日

書
畢

久
安
三

年
四

月
十
八

日

久
安
二

年
八

月
廿
一

日

久
安
二

年
八

月
廿
三

日

久
安
二

年
九

月
十
六

日

爲

於
笠

置
寺
塔
本
房

僧
琳
暁
一

交
畢

午
時
許

書
写
了
是

非
他
爲
減
罪
生
善
後
世
井
也

子
尅
許
出

畢
　
不
明

申
尅
書
写
畢
筆
師
僧
禅
暁

慶
長
元

年
八

月
十

九
日
に

修
補
奉
っ

た
と

あ
る

願
主

金
剛
仏
子
西
観
書
し

願
以

書
写
力
自
他
諸

衆
生

出
離
於
生
死

證
得
大
菩
提

願
主

金
剛

仏
子
僧
西

観

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出
離
於
生
死

證
得
大
菩
提

願
主

金
剛

仏
子
僧
西

観
書
し

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出
離
於
生

死

證
得
大
菩
提

願
以

書
写
力
自
他
諸

衆
生

出

離
於
生

死

速
證
大
菩
提

執
事
弁
榮
畢

遍
照
金
剛
僧
西
観
書
畢
生

年
五

十
己

願
以

書
写

力
自
他
諸
有
情
出
離
於
生
死
證
得
大
菩
提

僧
厳
永
結
願

畢

僧
厳
永
結
願
畢

僧
厳
永
滅
罪
生

善
結
願

164

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

大本 山護国寺蔵 大般若波羅蜜多経 平安後期古書写経 （久安一寿永）（小野）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
以
書
写

力
自
他
諸
衆
生

出

離
於
生

死

速
證
大
菩
提

巻
第
四
百
廿

九
　
　
久
安
三

年
四

月
廿
四

日

午
時
許
爲
　
　

結
縁
僧
厳
永
書
畢
依
但
此
功
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
界
衆
生
情
共
積
共
改
愚
澳
報
早
得
般
若
種
智
離
生
死

疾
耒
来
成
佛
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

ピ

　

巻
第
五

百
十

　
　
　
久
安
三

年
三

月
九
日

善
一

日
一

寺

　
　

於
福
成
院
　
酉
尅
書
写
し

畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
師
僧
禅
暁

巻
第
五

百
四

十
一

　

久
安
三

年
二

月
十
九

日

書
畢

　
　
　

執
筆
僧
弁
榮

巻
第
五

百
四

十
二

　
久
安
三

年
二

月
廿
二

日

奉
書
畢

　
　

執
筆
僧

遒

弁

榮
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
以
此

功

徳
自
他
諸
衆
生

出
離
於
生
死

速
證
大
菩
提

巻
第
五

百
四
十
五

　
久
安
三

年
四

月
廿
九

日

　
　
　
　
　

執
筆
僧
弁
榮
畢

巻
第
五

百
四
十

七

　

年
月
日
不
明
　

　
　
　

　
　
　

　
　

執
筆
者
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生
出
離
於
生
死
速
證

大
菩
提

巻
第
五

百
四

十
八

　
久
安
三

年
三

月
八

日

書

畢
　
　
　
　

執
筆
僧
弁
榮
畢

　

別
の

巻
の

も
の

と

思

わ
れ
る

が
、

は

り
合
せ

て

あ
る
の

で

記
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
つ

じ

久
安
三

季
臓
欺

二

月
十
日

未
時
書
写
於
笠
置
寺

　
　
　
　

耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
成
院
丁
卯
志
為
法
界
穴
生

之
也
　
僧
禅
暁

巻
第
五

百
四

十
九
　
久
安
三

年
三

月
廿
四

日

己
尅
許
書
畢

執
筆
僧
弁
榮
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
以

書
写
力
自
他
諸
衆
生

出

離
於
生
死
速
證

大
菩
提

巻
第
五

百
六

十
三

久
安
三

年
口

月
六

日
口

口
苑
口

寺

　

虫
喰
の

ボ
ロ

ボ
ロ

の

中
よ

り
、

不
明

。

　

写
畢
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現
存
の

書
写
さ
れ

た

僧
名
及
巻
数
（

書
い

て

あ
る

方
だ

け）

　

弁
榮
14
　
西
観
19
　
厳
永
4
　
禅
暁
2
　
勝

厳
2
　
琳
暁
1

成
厳
1

幸
賢
−

朝
圓
−

紛

失
ノ

為
　
　
紛

失
の

為

光

明
并
1
　
寛
朗
1

　

奥
書
そ
の一
一

校
合
（

正
）

　

全

巻

を
四

人
の

僧
が
一

五

〇

巻
ず
つ

受
持
っ

て
、

久
安
よ

り
四

十
年
後
の

寿
永
二

年
〜

三

年
に

か

け
て

千
戸

別
所
で

校
正

（

合
）

さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

は
、

伊
賀
国
山
田

郡
往
生

院
で

あ
っ

た
。

往
生

院
を

探
し
た

、

仲
々

見
つ

か

ら
な
い

、

そ

の

中
あ
る

日

ボ
ロ

ボ
ロ

を

そ
ー
っ

と
は

が

し
て
い

た

ら
、

往
生
院
の

下

に
、

安
養
寺
と

あ
っ

た

の

で

早
速

調
べ

た

ら
、

何
と

豊
山

派
の

寺

で
、

大
山

田

村
甲
野
に

現
存
し
て

い

た

の

で

あ
る

。

早
速
電

話
を
か

け
、

御

住
職
に

「

お

宅
の

寺
は

往
生

院
で
い

ら
っ

し
ゃ

い

ま

す
か
」

と

伺
っ

た

「

え
ー

そ

う
で

す
、

し
か
し

織
田

信
長
の

伊

賀
攻
め

の

時
、

往
生

院
は

大

き
な

寺
だ
っ

た

様
で

す
が

す
っ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ほ

う
じ

か

り
焼
け
て

何
も

残
っ

て

居
り

ま
せ
ん
」

と

の

事
、

実
は

か
つ

て
、

私
は

現

在
の

三

重

県

阿
山

郡
大
山

田

村
鳳
凰
寺
の

薬
師
寺

に

草
鞋
を
ぬ

い

で
、

お

世

話
に

な
っ

て

い

た
、

そ

の

時

窓
か
ら

向
う
の

山
裾
に

見
え
る

寺
の

屋

根
を

眺
め
た

時
「

あ
そ

こ

が

甲

野
と

云

う
所
で

安
養
寺
さ

ん

で

す
」

と

教

え
ら
れ

た

け
れ

ど
、

ま

さ
か

あ
の

時
の

寺
が

昔
の

往
生

院
だ
っ

た

と
は

、

夢
の

様
な

話
と

し

か

言
い

よ

う
が

な

く、

今
も
は
っ

き
り
と

瞼
に

残
る

寺
の

屋

根
に

本
当
に

ご

佛

縁
と

し
か
思

え
な
い

こ

と

で

あ
る

。
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久
安
の

書
写
か

ら

四

十

年
後
に

四

人
の

僧
侶
が

何
故
校
合
を
さ

れ
た
の

か

？

寿
永
二

年
六

月
十
七

日

か

ら

始
め

て
、

十
巻
交

替
で

七
、

八
、

九
、

十
と
五

ヶ

月
に

亘

り
念

入
り
に

調
べ

、

い

る
も
の
、

誤
字、

そ
し

て

意
味
等
細
か

く
裏
書
と

さ

れ

て

い

る
。

例
と

し
て

、

寿
永
二

年
九

月

十
三

日
以

千
戸

直
夲
一

校
ノ

尊
弁
と

あ
る

。

千
戸
別

所、

千
戸

正

本
、

千
戸

夲
等
々

。

尊
弁
　
百
十
三

巻

　
千
戸
の

文
字
…

七

割
に

有
り

（

判
明
の

分
の

み
）

行
を

抜
か
し

て
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智
鑒

　
百

十
一

巻

成
慶

　
百
七

巻

義
圓
　
七

十
七

巻

〃

　
　
三

割
に

有
り

〃

　

　
全
部
に

有
り

千
戸

無
し

（

義
円
の

み

寿
永
三

年
四

、

五

月
ま

で

有
る

V

　
千一
尸

別
所
の

こ

と

　
寿
永
に

校
正

（

合
）

さ

れ
た

時
三

人
の

僧
は

千
戸

別
所
で
一

交
ノ

と

か

千

戸
本
と

か

書
か
れ

て

い

る

　
こ

れ

は
、

治
承
四

年

（

一

一

八

〇
）

に

奈
良
東
大
寺
の

大
佛
が

源
平

両
氏
の

戦
の

爲
に

焼
か

れ
た

（

顔
と

胴
）

時
俊
乗
坊
重
源
が

修
復
の

材
料
や

費
用

を

勧
進

す
る

為
に

、

全

国
に

七

別
所
を

設
け
ら

れ
た

。

そ
の

伊

賀
別
所
を

千
戸

別
所
と

言

う
。

周
防
の

山
の

材
木
の

勧
進
を

さ

れ

た

時
、

防
府
の

阿
弥
陀
寺
を

別
所
と

さ
れ
た

。

　
重

源
は

伊
賀
大
山

田

村
の

富
永
の

新
大
仏

寺
、

或
は

清
浄
光
寺

、

そ
し
て

往
生

院
、

そ
の

辺

り
の

寺
を

当
て

ら
れ

て

い

た

の

か

と

思
わ

れ
る
が

、

史
料
に

は

建
仁
二

年
に

伊
賀
の

千

戸
別

所
が
出

来
た
と

あ
る

け
れ
ど

、

こ

の

大
般
若
経
の

奥
書
で

は
、

そ

の

十
九

年
前
の

寿
永
二

年
に

は

あ
っ

た
こ

と

に

な
る

。

何
し
ろ

八

百
年
前
の

こ

と
で

あ
る

。

書
写
を

信
じ
れ

ば
、

こ

の

経
と

東

大
寺
と
の

関
り
が
見

え
て

く
る
の

で

あ
る

。

伊
賀
国
山

田
郡

往
生
院
と
一

巻
の

中
に
一

番
始
め

と

中

程
と

最
後
の

三
ヶ

所
に

書

い

て

あ
る
こ

の

文
字
を

何
故
か

消
し
て

あ
る

。

次
の

表
の

様
に

三

百
巻
以

降
は

殆
ど

無
い

、

大
き
な

経
典
で

あ
る

だ

け
に

当
時

の

寺
社
で

は
、

ず
ー
っ

と

持
っ

て

い

る

に

は

重
す
ぎ
て

、

次
の

必

要
な

所
へ

移

動
さ

れ
た

の

で

は

と

推
測

す
る

。

一

名
流

浪
の

経
典
と

も
言
わ

れ
た

由
で

あ
る

。

財
源
に

関
係
が

あ
っ

た
。

奥
書
そ
の

三

私
が

始
め
て

こ

の

経
典
を

見
た

時
、

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
67

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
1

寿

永
二

年
と
共
に

山
城

国
久
世
郡
際
目
郷

長
楽
寺
の

御
経
な

り
と

い

う
文
字
に

、

あ
ッ
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伊賀国 山田郡往生院の消跡

消 して な い の が あ る もの
＝C

消 して あ る が 安養寺 とある もの
＝ 

往
生
院
消
跡
…

忘
れ

た
の

か
、

わ

ざ
と

か

消
し
て

な
い

の

も
あ
る

。

初
の

百
合
と

終
り
の

四

百
i
五

百
合
に

は
、

消
跡
も

記
載
も

無
い

。

91
↓
消
し
て

な
い

。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

5

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

以

前
の

往
生
院
11
現

在
11
三
重

県
阿
山

郡
大
山
田

村
甲
野

真
言
宗
豊

山

派
安
養
寺

爲

45

弼

　
　
　
　
　
　

8

　

0
　

0
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

00

痕

44

唄

　

　
　
　
　
　

4

　
　

　

　
　

　
　

　

　
○

　

　
　
臨

78124789

　

勅

8
　

8

　
　

9
　　
9

　
　

　

　
　
G4
　

Q
ゾ

　
　

　

　
　

　
　

Q
丿

　

Qゴ

2
　
22222

　
2
　
2
　
　
　

　
い

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
麗

　
　

　

・

・

…
喰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
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ー
ー
譲

戴
磐
蕪
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鈴

6・

寞
ー
窕
蠱
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以

222222222222222222222222
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○
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○
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京
の

お

寺
の

経

典
？
と

早
速
全

国

寺
院

辞
典
を

調
べ

た
、

京
都

在
住
の

人
に

も
頼

み

探
し

て

貰
っ

た
、

同
名
の

寺
は

、

八

坂
の

塔
の

奥
に

あ
っ

た
。

ひ

ょ

っ

と

し
て

と

私
は

飛
ん

で

行
っ

た
、

し
か

し
こ

の

長

楽
寺
は

時

宗
の

寺
で

、

際
目
に

あ
っ

た
と
い

う

長

楽
寺
で

は

な

か
っ

た

の

で

あ
る

。

只

寿
永
の

頃
、

建
礼
門
院
が

安
徳
天
皇

を
し

の

ば
れ

て
、

入
水
時
の

着
衣
で

幡
を

作
ら

れ

奉
納
さ
れ
て
い

た

事
が

、

同
時
代
と
の

御
縁
を
し

の

ん

だ
。

　

何
か

見

落
し
は

無
い

か

？
と

く
り

返
え

し
調
べ

て

い

る

中
に

、

誠
に

内
容
の

豊

富
な

、

勉
強
の

跡
が

見
え
て

、

際
目
の

長
楽

寺
に

は

応

安
時

代
（

＝
二

六

八
）

に

伊
賀
か
ら

行
っ

た

の

で

は

と

想
像
す
る

。

で

は
、

際

目
の

長
楽
寺
は

い

つ

こ

に

？

　
次
の

際目の長楽寺跡 （上 ）と地図 （下 ）

行
動
と

し

て

又

京
都
に

行
き

、

地
図

を

頼

り
に

タ

ク

シ

ー

で

今
も
残
る

際

目
と

い

う
所
に

降
り
立
っ

た
。

木
津

川
と

宇
治
川
の

三

角

州
の

様
な

所
で

今
は

何
も
な

く
、

前

方
の

山
が

石

清

水
八

幡
宮
の

男
山
で

反
対
側
は

、

昔

の

淀
城

、

今
競
馬
場
で

あ
っ

た
。

京

都
の

人
は

「

京
都
は

何
辺
も

焼
け
ま

し
た
よ
っ

て
、

あ
ら

し

ま
へ

ん

の

と

違
い

ま
す
か
」

と

の

事
で

あ
っ

た
。

裏

　
書

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

69

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ユ

こ

の

大
般

若
は

誠

に

沢

山

裏
書
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裏書 1

を

書
か

れ

て

い

る
、

校
正

の

四
人

の

僧
な
の

だ

ろ

う

け
れ

ど
、

こ

れ

が

解
明
出

来
た

ら
と

思

う
が

何
十

年
か

か

る

こ

と

か

？

巻
装
の

時

書
か

れ

た

の

だ

ろ

う
字
の

ま
ん

中
に

折
目

が

あ
る

の

で
。

八

百

年
前
に

も
こ

う
し
て

学
ん

だ

方
が

あ
っ

た

と

は
、

色
々

想
像
し
て

見
た

。

　

裏
書
も
何
回
も
書
い

て

表
（

添
書
も
多
い
）

に

も

し
て

あ
る

け
れ
ど

此
処
に

主
に

何
回
も

出
て

来
た

字

句
を
書

く
。

　

赤

尾
云

、

妻

室
本

、

闕

文
、

音
訓

、

松
室

、

玄
文
云

世
尊
告

、

忠

尊
律
師

、

成
本

、

善
現
并

、

薬
王

品
、

大
品

経
、

大
佛
殿

経
、

玄
文
云

子
嶋
流

、

壼

坂

　
等
沢
山

有
る

。

真
興
　
義
慶

　

或

裏
書
に

心

静
か
に

よ

く
読
ん

で

字
を

覚
え

な

さ
い

。

と

あ
っ

た
、

仲
々

読
解
す
る

の

に

何
回
も

く
り
返
え

し
の

後
で

あ
っ
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た
。

現
代
も
同
じ

で

あ
る

が
、

六

百

巻
の

書
写
は

並

大
抵
の

こ

と

で

は

無
い

と

思

う
。

行
を
ぬ

か
し

た

り
、

字
を

間
違
え

た

り

若
い

僧
が

勉

強

さ
れ
た

の

で

あ
ろ

う
け
れ
ど
一

人

の

方
の
一

巻
通
し

書
か
れ

て
い

る

の

や

ら
一

紙
毎
に

、

書
体
が

違
っ

た

り
、

叮
寧
や

ら

乱
暴
な

字
や

、

今
に

残
る

誠
に

、

貴
重
な

書
写
経
で

あ
る

。

　

定
置
（

写
真
左
〉

　

要
約
11
十
六

善
神
に

誓
っ

て

ぬ

す
ん

だ

り
質
に

入

れ
た

り
し
た

ら

罪
人

に
な

る
よ

。

　
こ

の

大
般
若
経
の

百
一

、

二

百
一

、

三

百
一

、

四
百
一

、

五

百
一

の

裏
書
に

書
か
れ

た

も
の

で

あ
る

が

現
存
は

二

百
一

、

四

百
一

、

五

百
一

の

三

巻
だ

け
で

あ
る

。

應
永
拾
二

年
（

＝
二

九

四
の
）

足
利

義
満
の

頃
長

楽
寺
に

あ
っ

た

と
い

う
事
で

あ
る

。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

京
の

寺
々

で

は

何
時

質
物
と

あ
る
の

に

は

驚
き
で

あ
る

。

の

間
に

か

紛
失
し
て

し

ま
っ

た

と
の

事
で

あ
っ

た
。

　

こ

の

経
典
は

移
動
の

度
に

少
し

ず
つ

修
復
を

し
た

様
で

あ
る
が
八

百

年
の

星
霜
を
、

上

手
に

行
わ

れ

て

い

る

と

は

言
え

な

く
、

切

角
貴

重
な

奥
書
を

切
っ

て

し

ま
っ

た

り
、

ひ

ど

い

も
の

も
有
る

け
れ

ど
、

八

百

年
生

き
て

来
ら
れ

た

と

言
う
事
は

、

や

は

り
貴
重
な

も
の

と

し
て

受
け
継
が

れ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

贇
（

イ
ン

）

表
紙
を

開
い

た
一

行
目
に

こ

の

字
の

書
い

て

あ
る

の

が

何
巻
か

あ
る

。

　

こ

れ
は

、

文
武
に

す

ぐ
れ

貝
は

金

品
を

表
わ

す
の

で
、

誠
に

貴
重

な

も
の

で

あ
る
と

言
う
こ

と

の

由
。

巻
頭
に

贇
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591124

592133

593134

594135

595139

596140

597142

598143

599148

600154

　　　163

　　　169

　　　191

　　　192

　　　198

　　　193

　　　199

　　　200

　　　269

　　　283

何 284
故
か
蜘
ム
ロ

286287297

巻 300
も

無
し

　 o

303304307308310

の

書
い

て

あ
る

も
の
　 o
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笠

置
寺
の
こ

と

　

前
に

述
べ

た

様
に

、

巻
八

十
一

に

寛
朗

、

巻
三

百
五

十
二

に

成
厳

、

巻
三

百
七

十
一

に

琳
暁

、

巻
五

百

十
に

禅
暁
と

い

つ

れ

も

久
安
に

笠
置
寺
の

住
僧
と

し
て

書
写
さ
れ

て
い

る
。

し

か
し
こ

の

笠
置
と

言

う
字
が

略
し
て

あ
っ

て

仲
々

わ
か

ら
な

か
っ

た
、

平
成
十
五

年
の
一

月
、

何
回

く
り
返

し
た
こ

と
か

、

或
日

、

笠
置
と

わ
か
っ

た

の

で

あ
る

。

こ

れ
も

ま
さ
か

と

言

う
思
い

が

あ

っ

た

の

だ

け
れ

ど

…

…

あ
の

有
名
な

笠
置
寺
が
出

て

来
よ

う
と

は

夢
の

様
で

あ
っ

た
。

私
は

又

飛
ん

で

笠

置
へ

出
か

け
た

。

京

都
か

ら

奈
良
線
で

木
津
へ

、

関
西
本
線
に

乗
換
え

て

笠

置
下

車
、

山
の

頂
上
が

、

笠
置

寺
で

あ
っ

た
。

ご

住
職
に
お

話
を

伺
っ

た
。

　

天

智
天

皇
六
六

四

か

ら
千
三

百
年
の

古
刹
で
、

解

脱
上

人

（

貞
慶
）

中

興
さ
れ
、

菅
原
道

真
公

も
参
拝
さ
れ

て

い

る

が

弘
仁
年

中
に

空

海
が

虚

空

蔵
菩
薩
の

宝

前
で

、

求
聞
持
法
を
修
さ
れ

て

い

る
。

又
重

源

寄
進
の

解
脱
鐘
が

有
り

大
岩
に

弥
勒
像
又

虚
空

蔵
菩
薩
も
彫
っ

て

あ
る

。

八

百
年
前
こ

の

大
般

若
を
書
写
さ

れ
る

時
き
っ

と

何
か
の

御
佛
縁
が

伊
賀
の

国
と

あ
っ

た
の

で

は

と

想

像
す
る

。

福
成
院

、

瀧
尾
寺
等
末
寺
で

あ
っ

た
の

か
、

や

は

り
何
回
も
焼
け

資
料
が

無
い

と
の

こ

と

で

あ
っ

た
。

後
醍
醐
帝

の

行
宮

。

　

此

処
で

伊
賀
と

笠
置
と

京
の

際

目
と

木
津
川
に

沿
っ

て

線
で

結
す
ば

れ
た

様
に

思

う
。

山

又
山
を

ど

う
し
て

？

　
街
道

も
あ

っ

た
だ
ろ

う
け
れ

ど

川
を

舟
で

の

往
来
が

あ
っ

た
の

で

は

と

想
像
す
る

。

次
に

地

図
を

掲
載
す
る

。

伊

賀
は

服

部
川
と

な
る

。
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伊
賀
山

田
郡
（

現
阿
山

郡

大
山
田

村
）

　

富
永
11
新
大
仏
寺

　

甲
野
11
往
生

院
（

現
安
養
寺
）

　

清
淨

光
寺
（

千
戸
）

 
笠
置

寺

 
京
都
山
城

国
　
際
目

　
長
楽
寺
趾

 
東
大
寺
　
興
福
寺

 
壷

阪
寺
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劑
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鉢
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濤
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迸
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滷
劇

心

り
仁

 

鼻
幽

 

り

恥

涵
蜘

ω

鼻
 

涵

ω

り
切

油
購

幽

昏

 

冷

鼻

 
窃

涵

 

鉢
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蜘
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鉢
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蜘
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蜘
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懸
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蜘
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滴
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蜘
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滷
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懸
団

掛

溢
δ

沺
聯
竍

砦

涵
11
吉
穣

梱
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蠱
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山

城
国

際
目
郷
の

長
楽
寺
に

在
寺
さ
れ

た

こ

の

経
典
に

応
安
二

年
（

＝

三

八
）

と

あ
り

、

定
置
が

応
永
十
二

年
（

一

〇

四
五
）

と

あ
る

の

で

此
処
ま
で

は

京
都
だ
・

た

が

そ
の

後
が

不
明
で

あ
る

・

推
測
す
る

に

東
大
寺
の

火
災
の

勧
進
に

関
係
が

あ
る

と

す

囲

　

　
　
　

　
　
ろ

く

れ

ば
、

次
に

永
禄
十
年
（

松
永
久
秀
と

云

う
武
将
に

よ
っ

て
）

再
び

大
仏

殿
が

焼

け
た

時
元
禄
五

年
に

完
成
す
る

ま
で

、

徳
川
五

代
将
軍

綱
吉
と

桂
昌
院
が

多
大
の

寄
進
を
さ

れ
て
い

る
、

そ
の

縁
を

隆

光
僧
正

が

記
念
に

求
め

ら
れ
て

、

遙
々

と

東
の

護
持
院

に

求
め
ら
れ

た

（

運
ば

れ

た

？
）

の

で

は

な
い

か

？

　
ま
だ

ま
だ

研
究

す
れ

ば

す
る

程
奥
深
い

も
の

で

あ
る

け
れ

ど
、

転
（

轉
）

読
の

経
典
で

は

な

く
学
問
と

し
て

多
く
の

僧
達
に

学
ば
せ

ら
れ

た
の

で

は

と
、

そ
の

イ

本
の

多
い

こ

と
、

修
復
々

々

と

さ

れ

乍

ら
こ

の

貴
重
な

経
典
が

、

平
成
ま
で

生

き
続
け
ら

れ
た

事
の

尊
さ
を

感
じ

る
。

真
興
僧
都
と
い

う
記
述
の

あ
と

に

義
慶
と

あ
り

、

ひ
ょ

っ

と

興

福
寺
の

僧
で

は

な
い

か

？

　
と

早
速

聞
い

て

見
ま
し
た

ら
、

お
調
べ

下
さ
い

ま

し
た

所
、

実
在
さ

れ

て
い

ま
し

た
。

こ

の

方
は

、

長
保
（

九

九

九
）

、

寛

弘
（

一

〇
〇

六
）

、

長
和

（

一

〇
一

二
）

の

問
に

御
八

講
を

宮
中
の

方
や

、

百
僧

、

聴
衆
に

講

義
さ
れ

た

僧
正
で

あ
っ

た

様
で

、

真
興

、

義
慶

、

貞
慶
（

解
脱
上

人
）

そ
し

て

往
生
院
第
一

世

覚
弁
と

重
源
と

こ

の

大
般
若
経
と

の

関
係
が
一

本
の

糸
で

結
ば

れ
て
い

る

様
で

、

裏
書
に

多
く
の

謎
が

秘
め

ら
れ
て
い

る

と
思
わ

れ

る
。

　

巻
第
九

、

初
分
轉
生

品
第

四
之

三

　

　
枩
時
舍
利
子
復
白
佛
言
世
尊
云

ー
】

切
智
智
謂
一

切
智
一

切
相
智
の

裏
書
に

有
っ

た

　

真
興
と

義
慶
は

か
く
話
を

し
て
い

ら
れ

る
よ

、

と

意
味
解
明
に

時
間
は

か

か

る
と

思
い

ま

す
。

　
こ

の

平
安
の

経
典
箱
の

中
に

六

百
巻
一

巻
を

享
保
に

時
の

住
職
が

書
写
さ
れ
入
れ

て

あ
っ

た
。

　

奉
爲
　
大
樹
殿

下
御
武
運

長
久
御
子
孫

繁
榮

　

御
願
圓

満
天

下

泰
平
五

穀

成
就
萬
民
曲

豆

楽
所
也

　

維
時
享
保
十
己
五

月
吉
祥
日

　

筑
波
山
護
持

院
第
十
六

世

権
僧
正

慧
海
納
之
　
H

謡
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平
成

十
一

年
六

月
よ

り
ご

協
力
い

た
だ
い

た

方
々

を

記
す

　
（

敬
稱
略）

　

大
本
山

護
国
寺

貫
主

岡

本
永
司
氏

　

大
本
山

護
国
寺
執
事
長

小
林
大
康
氏

　

美
術
関
係

　
　
寺
元
晴
一

郎
氏

　

文
化
庁
文
化
財
調
査

官
藤
本

孝
一

氏

　

総
本
山
長
谷
寺
甲
田
弘
明
氏

　

文
京
区
文
化
財

池
田
悦

夫
氏
　
京
都

在
住
赤
木
正

子
氏

　

興
福
寺
辻
明

俊
氏
…
元

興
寺
を

紹

介
い

た

だ
い

た
。

真
興
僧
都
・

義
慶
僧
都
の

こ

と

　

元
興
寺
文
化
財
稲
城
信
子
氏

　

大
正
大
学
山

田
昭
全

氏

　

大
正

大
学
坂
本
正

仁
氏

　

金

沢
文
庫
高
橋
秀
栄
氏

　

徳
島
文
理

大
加
藤
優
氏

　

豊
山
教
学
大
会
　
平
井

宥
慶
氏

、

榊

義
孝
氏

他
諸
先
生
方

○
実
物
は

見
て

居
ら
れ
な
い

が

電

話
等
お

話
を

伺
っ

た

方
々

　

東
大
寺
筒
井
長
老

　

安
養
寺
住
職

中
森
快
進

氏

　

笠

置
寺
住
職

小
林
慶

範
氏
…

舎
弟
小

林
義
亮
氏
（

来
山
）
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新

大
佛
寺
住

職
松
本
昇

年
氏

周
防

阿
弥
陀

寺
住
職
林
寛
孝
氏

あ
と

が

き
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平

成
十
一

年
よ

り

薬
師

様
の

お

導
き
で

平
安

後
期
の

大
般

若
経
を

清
掃
整
理

、

そ
し

て

調

査
と

さ
せ

て

い

た
だ

け
る
と

は
、

思
い

も
よ
ら

な
い

果

報
と

し

か

言
い

よ

う
が

な
く

、

夢
中
で

今
日
ま
で

ま
い

り
ま
し

た
。

赤
子
と

同

じ

様
な

浅
学
の

私
が

沢
山

学
ば
せ

て
い

た
だ

き

只
々

感
謝
で
一

杯
で

ご

ざ
い

ま
す

。

丸
四
ヶ

年
た

ち
ま
し

た
が

ま
だ

く
沢
山
の

謎
で
一

杯
で

ご

ざ
い

ま

す
が

、

ど

う
か
八

百

年
生

き
続
け
ら

れ
た

経

典
を
お

宝
と

し
て

保
存
し
て

下

さ
る

事
を
願
い

乍
ら

、

久
安
・

寿
永
に

お

出
ま

し

下
さ
っ

た
お

坊
さ

ま
方
の

笑
顔
が

目
に

見
え
る

様
で

ご

ざ
い

ま

す
。

一

応
枚
数
に

制
限
が
ご

ざ
い

ま

す
の

で

今
回
は

此
処
で

終

ら

せ

て
い

た

だ

き
ま

す
。

　

頓
證

菩
提

　
有
難
う
ご

ざ
い

ま
し
た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

合
掌

参
考
文

献

大
藏
経

佛
教
語

大
辞
典

古
文
書

学
入

門

日
本
史

辞
典

護
国
寺
史

密
教

事
典

京
都

市
史

古
語
辞
典

地

図
辞
典
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古
寺
名
刹
大
辞
典

　
そ
の

他

日
本

文
学
史
事
典

阿

弥
陀
如
来
作

善
集
　
伊
水
温

故

永

閑
伊
賀
名
所

記

笠

置
寺
激
動
の

＝
二

〇
〇

年

大
漢
和

辞
典
・

国
語
辞
典

変
体
か
な

辞
典

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
い

ん

【

キ
ー

ワ

ー

ド
】

平

安
後
期

（

久
安
）

の

書
写
・

（

寿
永
）

の

校
正
、

干
戸
別

所
（

重

源
東
大
寺
勧
進
の

寺
）

、

贇
と

い

う
文
字
（

貴
重

　
　

書
と
い

う
こ

と）
、

学
問
の

為
の

経
典
（

裏
書
多
し

）

、

何
故
西
の

方
の

大
般
若
経
が

東
の

護
持
院

（

護
国
寺
）

に

来
ら
れ

た

か
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